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　投稿

騒音職場勤労者の喫煙習慣と聴力
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目的　喫煙習慣は聴力障害の危険因子であるとともに騒音性の聴力障害を増悪させる因子として疑
われている。騒音障害が管理されている騒音職場の勤労者の聴力に喫煙習慣がどのような影響
を及ぼしているかを検討した。

方法　勤労者の騒音健康診断と定期健康診断結果を用いて年齢，性別，聴力閾値レベル，職場騒音
暴露年数，余暇での騒音暴露の有無，BMI，喫煙習慣，飲酒習慣を調査した。

結果　平均年齢42歳の男性304名，38歳の女性51名の対象でそれぞれ，平均18年間と16年間の騒音
職場勤務歴を認めた。男性では1000Hz，4000Hz，6000Hz，女性では6000Hzの聴力の悪化と
年齢に有意な関連を認めたが喫煙習慣とは有意な関連を認めなかった。一方，男性勤労者で余
暇にパチンコをする習慣がある群は，ない群に比べ4000Hzの聴力が有意に悪化し，また，喫
煙習慣をもつ者が多かった。

結論　保護具による暴露予防と衛生教育が継続されていた騒音職場では，男女の勤労者の聴力は年
齢とは関連していたが，喫煙習慣の有無では差を認めなかった。しかし，聴力障害の予防には
職場外の生活環境での騒音暴露を減らすことがさらに必要であり，その暴露には喫煙習慣が関
連している可能性を認めた。

キーワード　聴力障害，騒音，喫煙

Ⅰ　は　じ　め　に

　聴力は加齢により低下し，その程度には性差
が存在する1）。また，職業あるいは日常生活で
騒音に持続して暴露することによっても聴力は
障害を受け，喫煙習慣，肥満がその障害を促進
させ，適度の飲酒習慣はその抑制に働くと推定
されている2）。喫煙習慣に伴う聴力障害は加齢，
騒音と同様に，まず高周波領域に影響し，騒音
による障害とは相加作用があるともいわれてい
る3）-6）。ただし，喫煙の聴覚への直接障害の機
序についてはまだ明らかにされていない7）。長
期間の喫煙習慣を無作為に割り当てることがで
きないことや，最も大きな環境因子である騒音

については日常生活あるいは趣味での暴露歴の
正確な聴取や定量化が難しいことが，この検討
を困難にしている2）8）。また，両者の関連を認
めた報告の多くは横断調査だが，縦断調査ある
いは循環器疾患の危険因子を同時に調査した海
外の報告では喫煙習慣と聴力障害には関連を認
めていない9）10）。すなわち，騒音暴露や加齢に
伴う動脈硬化などの因子が同じ程度である場合，
喫煙習慣と聴力障害との関連は弱いかほとんど
ない可能性がある。言い換えれば，喫煙者では
騒音暴露機会が多くなったり動脈硬化が促進さ
れたりしやすいことが間接的に聴力障害を引き
起しやすい状態になっているとも考えられる。
そこで，保護具により，喫煙者，非喫煙者で同
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様に騒音暴露が抑制されるモデルとして騒音障
害防止ガイドラインで示されている騒音対策が
継続実施されている騒音職場を考えた11）。騒音
健康診断を継続して実施して聴力の健康管理を
行っていた騒音職場の勤労者を対象として，喫
煙習慣が聴力に及ぼす影響を検討する目的で後
ろ向き研究を行った。

Ⅱ　対象と方法

　同一企業グループに所属する大阪府，滋賀県，
奈良県，山梨県の 4カ所の電気機器製造事業場
で勤務し，2010年 6 月にそのうちのひとつの事
業場に在籍していた勤労者を対象とした。これ
らの事業場では統一された基準にて定期健康診
断，特殊健康診断が実施されていた。騒音職場
としてはプレス作業場，エアードライバー，エ
アーブローなどを取り扱う電気機器組立作業場
が存在した。環境測定の結果，全音平均等価騒
音レベルが80dB以上の職場を管理対象とし騒
音源の囲い込みなどの環境対策，騒音に関する
衛生教育，そして，年 1回の騒音健康診断が実
施されていた。聴力検査は検査マニュアルの方
法に従い防音検査室内で職場に常勤の看護師が
行い，1000，4000，6000Hzの聴力閾値レベル
は 2 回測定の小さい値を測定値とした。異常
（有所見）の判定は1000Hzでは30dＢ以上，
4000，6000Hzは40dB以上とした11）。聴力閾値
レベルで35dB以上を4000Hzに認め，騒音性聴
力障害が疑われた場合は，騒音健康診断を年 2
回とし，500，2000，8000Hzでの測定も追加し
た。騒音健康診断では騒音保護具である耳栓着
用の確認と騒音性聴力障害の早期発見に努め，
職場巡視を通じて作業および作業環境の改善提
案を行っていた11）。また，プレス機の囲い込み
と新機種導入等の音源対策も継続され，2006年
以降は騒音レベルが90dB以上の職場は存在し
なかった。また，騒音性聴力障害の進行あるい
は騒音性難聴が理由で騒音職場からの異動が必
要となった対象は認めなかった。
　男性337名，女性51名に騒音職場勤務歴があ
り最終の騒音健康診断年は1998年から2010年

だった。このうち，初めて騒音職場に配属され
た時期の騒音健康診断時に既に4000Hz聴覚閾
値レベルが40dB以上と異常を認めた12名，耳
鼻科疾患の発症に伴い聴力障害を認めた21名
（すべて男性）は除外し，男性304名，女性51
名を調査対象とした。この対象のうち，男性の
47.7％，女性の60.8％が調査時も騒音職場で勤
務していた。各対象者の直近の騒音健康診断で
の聴力閾値レベル値と問診で聞き取った余暇時
間の騒音暴露で最も頻度が高かったパチンコを
する習慣の有無を集計した。騒音職場勤務年数
は初回から最終まで中断期間を除いた騒音健康
診断が実施された年数とした。喫煙習慣，飲酒
習慣，Body Mass Index（BMI）は騒音健康診
断と同じ年に実施された定期健康診断結果を用
いた。前喫煙者については騒音健康診断開始時
に喫煙していた場合はすべて喫煙者に分類し，
5年以上の禁煙者 8名， 5年未満の禁煙者14名
が存在した。
　統計的解析では重回帰分析はエクセル表計算
ソフトを用いた。 2群の平均の比較はパラメト
リック検定を行い，Ｆ検定で分散を確認後ス
チューデントのｔ検定あるいはウェルチのｔ検
定を用い，割合の比較はフィッシャーの直接確
率計算法を用い，統計ソフトはPrism 4.0
（GraphPad Software Inc.）を使用した。いず
れの場合もｐ＜0.05で有意差ありと判定した。
また，表中の数値は平均±標準偏差で示した。

Ⅲ　結　　　果

　男女別の年齢，騒音職場勤務年数，喫煙率，
BMI，飲酒習慣の値を表 1に示した。男女別で
各周波数での聴力閾値レベルを目的変数とし，

表 1　対象者の特徴

年齢 騒音職場
勤務年数

喫煙率
（％）

BMI
（㎏/㎡）

飲酒習慣
（日/週）

男性
（ｎ＝304） 42±8 18±9 64.5 23.3±3.5 3±3

女性
（ｎ＝51） 38±7 16±7 19.6 22.5±3.6 1±1
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年齢，BMI，喫
煙習慣，飲酒習
慣との関係を重
回帰分析により
解析した（表
2）。男性では
すべての周波数
で，女性では
6000Hzで 年 齢
が聴力閾値レベ
ルの上昇と関連
し聴力を悪化する因子だった。また，
BMIは 男 性 の1000Hzと 女 性 の
6000Hzの聴力閾値レベルの上昇と
関連していた。喫煙習慣，飲酒習慣
は男女とも聴力閾値レベルと有意な
関連を認めなかった。左右いずれか
の耳で4000Hz聴力閾値レベルが
40dB以上を示したものは男性例だ
けだった。また，その聴力4000Hz

表 2　周波数別聴力閾値レベルと年齢，BMI，喫煙・飲酒習慣の関連（重回帰分析結果）

周波数
（Hz）

聴力閾値レベルを目的変数とした標準回帰係数
重相関
係　数 Ｆ値 ｐ値

年齢 BMI
（㎏/㎡）

喫煙習慣
（本/日）

飲酒習慣
（日/週） 定数項

男性
（ｎ＝304）

1000 0.1381) 0.1561) -0.094  0.034  -1.3 0.240  4.6 0.001　　
4000 0.4342) 0.028  0.011 -0.011 -10.8 0.433 17.2 0.001未満
6000 0.4672) 0.030  0.008 -0.035 -14.1 0.463 20.5 0.001未満

女性
（ｎ＝51）

1000 0.236 0.051  0.175  0.045  -2.7 0.304  1.2 0.336　　
4000 0.100 -0.079  -0.054  0.045   9.0 0.155  0.3 0.886　　
6000 0.5162) 0.2563)  0.065  0.106 -21.2 0.642  8.1 0.001未満

注　1）　ｐ＜0.01
　　2）　ｐ＜0.001
　　3）　ｐ＜0.05

の有所見率は喫煙群，非喫煙群でそれぞれ6.5％，
6.1％と有意な差を認めなかった。同じ男性勤
労者で余暇にパチンコをする習慣のある群とな
い群を比較すると，前者で喫煙率が高く
4000Hz聴力閾値レベルも有意に上昇していた
（表 3）。女性でこの習慣を認めたのは 4 名と
少数で，聴力への影響は認めなかった（結果は
示さず）。

Ⅳ　考　　　察

　騒音環境の改善努力の継続と保護具による騒
音の個人暴露が予防され，聴力が騒音健康診断
で監視されていた騒音職場で勤労者の喫煙習慣
と聴力の関係を検討した。この職場では，男女
ともに喫煙習慣は1000，4000，6000Hzの聴力
を悪化する因子ではなかった。聴力との関連を
認めたBMIは男性では1000Hz，女性では
6000Hzと異なる周波数に関連し，また年齢に
関連する周波数も女性では6000Hzだけと男女
で異なる結果となっていた。これは，女性は男
性に比べ若い年齢層が多く，また，対象者数も

少なかったため正常高値を示した例の影響が強
くでたと考えられた。
　男性喫煙者では娯楽のひとつとしてパチンコ
をする頻度が高く，この習慣があると騒音聴力
障害に特徴的な4000Hz聴力閾値レベルの上昇，
すなわち，聴力の悪化を認めた11）。わが国では
パチンコが聴力障害を引き起こしうる騒音源と
して知られており，欧米での銃火器と同様，職
場以外の騒音暴露源のひとつになっていると考
えられる2）12）13）。職場騒音だけでなく余暇での
騒音暴露が4000Hzの聴力障害予防への重要な
課題となっている。これまでの喫煙習慣と聴力
障害の関係を示した多くの報告でも，喫煙習慣
が伴いやすい騒音暴露を受ける生活習慣の影響
は否定できていない7）。ただし，この関連を明
らかにするためにはパチンコの利用頻度，利用
時間や，音楽等の他の騒音への暴露量について
詳細に検討することが，さらに必要である。
　今回の喫煙者の4000Hzの聴力有所見率6.5％
はわが国で報告された事務所あるいは騒音職場
勤務者の喫煙者の有所見率9.5％と13.5％より
は低く，その職場の非喫煙者有所見率5.7％と

表 3　男性勤労者のパチンコ習慣と聴力閾値レベル（dB）

年齢 喫煙習慣
（％） 1000Hz 4000Hz 6000Hz 騒音職場

勤務年数

パチンコ習慣
あり

（ｎ＝92） 42±7  791) 11±7 18±122) 16±11 19±10

なし
（ｎ＝212） 42±8 58 11±7 14±9 15±11 18±9

注　1）　ｐ＜0.001
　　2）　ｐ＜0.05
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7.1％に近い値だった8）14）。また,今回の対象と
同時期に同地区で働いていた男性勤労者全体で
は，喫煙者，非喫煙者の4000Hz聴力有所見率
はそれぞれ12.3％と 7％でやはり喫煙者で聴力
障害が多かった15）。今回の騒音職場勤務歴のあ
る勤労者群だけで喫煙習慣と聴力障害に関連を
認めない結果だった。騒音に対する衛生教育の
継続は日常生活での騒音を避けさせ，保護具を
つける行動をとらせるといわれている16）。この
行動が今回の対象勤労者でもおこり余暇での騒
音暴露を減少させたのかもしれない。もしそう
であれば，禁煙教育に騒音暴露と聴力障害リス
クの説明や騒音保護具の利用指導を行うことが
喫煙勤労者の聴力障害発症予防につながる可能
性がある。
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